二〇一二年度　丸山眞男研究プロジェクト活動報告 by 安藤 信広 & 黒沢 文貴
二
〇
一
二
年
度
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
安
藤
信
廣
・
黒
沢
文
貴
は
じ
め
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
新
し
い
世
界
認
識
を
開
く
基
礎
と
な
る
教
養
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
日
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
様
々
な
知
的
分
野
で
巨
大
な
足
跡
を
残
し
、
教
養
に
つ
い
て
も
独
自
の
認
識
を
展
開
し
た
丸
山
眞
男
の
業
績
の
再
評
価
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
」（「
平
成
二
四
年
度
私
立
大
学
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
構
想
調
書
」（
以
下
「
構
想
調
書
」）
よ
り
）
と
い
う
認
識
を
前
提
に
、
次
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
発
足
し
た
。
１
丸
山
を
は
じ
め
と
す
る
二
〇
世
紀
の
知
識
人
た
ち
の
教
養
形
成
過
程
及
び
教
養
観
を
解
明
す
る
。
２
新
渡
戸
稲
造
・
南
原
繁
・
丸
山
ら
が
知
識
人
の
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
果
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
新
た
な
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
方
向
性
を
探
究
す
る
。
３
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
広
く
日
本
及
び
世
界
に
向
か
っ
て
公
開
す
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
目
的
の
も
と
に
、「
二
一
世
紀
の
教
養
と
知
の
あ
り
方
を
究
明
す
る
上
で
重
要
な
貢
献
を
す
る
こ
と
」（「
構
想
調
書
」
概
要
１
「
研
究
目
的
・
意
義
」
よ
り
）
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
目
標
と
い
え
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
右
の
１
〜
３
の
研
究
目
標
を
追
求
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
〈
テ
ー
マ
１
〉
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問
―
―
丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と
し
て
―
―
（
代
表
安
藤
信
廣
）
〈
テ
ー
マ
２
〉
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
カ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
（
代
表
黒
沢
文
貴
）
二
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、〈
１
〉
は
、
右
の
研
究
目
的
の
１
・
２
に
対
応
し
、〈
２
〉
は
同
じ
く
３
に
対
応
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
は
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
で
、両
テ
ー
マ
の
追
求
は
孤
立
し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、協
働
し
補
い
あ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
度
の
年
次
計
画
で
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
⑴
丸
山
眞
男
の
既
刊
著
書
・
論
文
等
を
網
羅
的
に
調
査
す
る
。（〈
テ
ー
マ
１
〉
に
対
応
）
⑵
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
全
面
的
調
査
と
翻
刻
を
開
始
す
る
。（〈
テ
ー
マ
２
〉
に
対
応
）
二
〇
一
二
年
度
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
年
度
で
あ
り
、
様
々
な
試
行
錯
誤
も
― 3 ―
あ
っ
た
が
、
二
度
の
研
究
会
を
含
め
、
両
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
欲
的
な
研
究
活
動
が
進
め
ら
れ
た
。
以
下
、
両
テ
ー
マ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
度
の
活
動
状
況
を
報
告
す
る
。〈
１
〉
を
安
藤
が
、〈
２
〉
を
黒
沢
が
執
筆
し
た
。
〈
１
〉
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問
―
―
丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と
し
て
―
―
テ
ー
マ
１
は
、「
二
〇
世
紀
知
識
人
の
教
養
と
学
問
―
―
丸
山
文
庫
を
素
材
と
し
て
―
―
」
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
度
の
活
動
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
前
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
の
検
討
幕
末
期
日
本
の
政
治
思
想
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
丸
山
眞
男
の
既
刊
著
作
物
を
中
心
に
調
査
し
つ
つ
検
討
を
進
め
た
。
吉
田
松
陰
と
漢
訳
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
調
査
・
研
究
、
天
皇
制
と
天
皇
制
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
化
史
の
調
査
、
徳
川
後
期
の
学
問
状
況
の
検
討
、
宋
学
と
江
戸
漢
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
対
象
と
し
た
。
そ
の
際
、
本
誌
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
丸
山
眞
男
「
戦
中
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
」（
宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
・
金
子
元
・
川
口
雄
一
）
を
参
照
す
る
機
会
を
得
た
。（
安
藤
信
廣
・
眞
壁
仁
・
渡
辺
浩
）
二
戦
後
日
本
の
民
主
化
と
教
養
・
文
化
・
教
育
を
め
ぐ
る
検
討
丸
山
が
師
と
し
た
長
谷
川
如
是
閑
の
教
育
観
を
中
心
に
、
長
谷
川
及
び
丸
山
の
既
刊
資
料
を
中
心
に
調
査
・
検
討
し
た
。
長
谷
川
が
「
教
育
者
と
し
て
自
覚
」
す
べ
き
第
一
義
的
な
こ
と
が
ら
と
し
て
、
日
本
の
教
育
・
教
養
・
文
化
の
伝
統
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
解
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
（「
伝
統
と
教
育
」『
改
造
』
一
九
五
二
年
七
月
）
に
着
目
し
、
そ
の
戦
時
下
で
の
発
言
等
を
調
査
し
た
。（
雨
田
英
一
）
三
丸
山
政
治
学
の
認
識
論
的
な
特
徴
の
研
究
一
九
六
〇
年
代
の
社
会
運
動
の
国
際
比
較
の
中
で
、
米
国
・
日
本
・
西
欧
の
社
会
運
動
に
お
け
る
知
識
人
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
際
、
丸
山
政
治
学
の
認
識
論
的
特
徴
に
つ
い
て
の
検
討
に
も
及
び
、
一
九
六
〇
年
代
の
先
進
国
に
お
け
る
知
識
人
と
学
生
の
関
係
の
変
容
に
つ
い
て
も
調
査
・
検
討
し
た
。（
油
井
大
三
郎
）
四
近
代
日
本
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
、
教
養
の
系
譜
の
研
究
丸
山
の
教
養
観
、
及
び
南
原
繁
の
教
養
観
に
つ
き
検
討
し
た
。
大
学
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
つ
い
て
、
南
原
・
丸
山
の
い
く
つ
か
の
問
題
提
起
を
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
に
注
目
し
つ
つ
彼
ら
の
大
学
教
育
論
に
つ
き
調
査
・
検
討
し
た
。
（
苅
部
直
）
五
「
精
神
的
貴
族
主
義
」
の
検
討
丸
山
の
思
想
の
中
心
を
な
す
と
さ
れ
る
「
精
神
的
貴
族
主
義
」
に
つ
い
て
、
丸
山
の
刊
行
著
作
物
を
参
照
し
つ
つ
考
察
し
た
。
研
究
会
・
講
演
会
に
お
い
て
も
こ
の
点
に
注
意
し
た
発
言
を
得
、
そ
れ
ら
を
も
参
考
と
し
て
検
討
し
た
。（
安
藤
信
廣
）
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六丸
山
と
ア
メ
リ
カ
の
学
問
・
社
会
・
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
丸
山
文
庫
所
蔵
の
丸
山
の
英
文
書
簡
の
調
査
と
検
討
を
開
始
し
た
。
現
時
点
で
、
同
資
料
に
よ
っ
て
丸
山
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
発
言
は
可
能
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
同
資
料
も
含
め
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
再
検
討
し
つ
つ
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。（
湯
浅
成
大
・
油
井
大
三
郎
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
バ
ー
シ
ェ
イ
）
七
近
代
中
国
思
想
の
問
題
性
の
検
討
基
礎
作
業
と
し
て
丸
山
の
既
刊
著
作
物
を
読
み
進
め
、
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
が
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
、
丸
山
の
議
論
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
論
が
構
築
で
き
る
か
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
は
丸
山
が
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
、に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
丸
山
思
想
史
学
の
方
法
と
視
点
を
援
用
し
て
近
代
中
国
思
想
の
見
直
し
を
試
み
た
。
特
に
、
国
民
形
成
に
お
い
て
個
人
の
自
由
を
模
索
し
た
厳
復
の
思
想
の
位
置
付
け
を
検
討
し
た
。
民
衆
一
人
一
人
を
社
会
の
基
本
単
位
と
見
な
し
、
個
人
の
自
由
・
自
立
・
理
性
に
立
脚
し
た
社
会
を
探
り
、
国
民
の
公
共
性
を
考
察
・
追
求
し
た
厳
復
の
思
想
構
造
を
省
察
し
た
。
近
代
中
国
の
主
流
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
は
ず
れ
、
か
つ
主
流
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
盲
点
を
つ
い
た
厳
復
の
思
想
的
価
値
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
他
の
思
想
家
・
思
想
潮
流
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。（
茂
木
敏
夫
・
區
建
英
・
孫
歌
）
〈
２
〉
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
テ
ー
マ
２
は
、「
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
度
の
活
動
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
資
料
の
翻
刻
（
１
）
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
資
料
の
翻
刻
丸
山
眞
男
の
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
資
料
は
、
量
が
多
く
か
つ
錯
雑
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
ま
で
は
、
大
ま
か
な
整
理
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
今
回
あ
ら
た
め
て
綿
密
な
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
福
沢
に
関
す
る
丸
山
の
講
演
速
記
、
自
筆
講
演
原
稿
、
公
刊
さ
れ
た
講
演
の
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。（
松
沢
弘
陽
）
（
２
）「
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
」
の
翻
刻
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
資
料
を
も
と
に
、「
戦
中
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
」
の
翻
刻
を
行
い
、
本
誌
第
八
号
に
掲
載
し
た
。（
宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
・
金
子
元
・
川
口
雄
一
）
二
楽
譜
類
と
楽
譜
へ
の
書
き
こ
み
に
関
す
る
調
査
及
び
公
開
土
合
が
行
っ
た
調
査
報
告
を
も
と
に
丸
山
旧
蔵
の
楽
譜
の
書
き
込
み
状
態
を
確
認
し
、
公
開
方
法
の
検
討
を
行
っ
た
。（
土
合
文
夫
・
金
子
元
）
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三丸
山
眞
男
宛
て
国
内
外
来
簡
書
簡
の
調
査
丸
山
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
丸
山
眞
男
へ
の
来
簡
書
簡
は
、
丸
山
家
保
管
時
に
基
礎
的
な
整
理
が
な
さ
れ
た
う
え
で
文
庫
に
移
管
さ
れ
た
も
の
と
、
自
筆
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
・
寄
贈
抜
刷
な
ど
を
整
理
す
る
中
で
発
見
さ
れ
た
も
の
と
の
二
種
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
ど
の
程
度
の
時
間
を
要
す
る
か
に
関
す
る
、
予
備
調
査
を
行
っ
た
。
中
で
も
発
信
者
中
、
と
く
に
量
が
多
い
人
物
の
書
簡
を
選
び
、す
べ
て
を
読
ん
で
発
信
日
付
を
特
定
し
た
。
（
松
沢
弘
陽
）
四
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
の
復
元
①
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
丸
山
眞
男
が
東
大
法
学
部
で
行
っ
た
講
義
を
復
元
す
る
た
め
に
、
資
料
の
発
掘
と
収
集
活
動
を
行
っ
た
。
近
藤
邦
康
氏
（
東
大
名
誉
教
授
）
か
ら
、
一
九
五
六
、
五
七
両
年
度
の
受
講
ノ
ー
ト
を
お
借
り
し
た
。
②
文
庫
所
蔵
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
講
義
ノ
ー
ト
（
丸
山
自
筆
）
の
調
査
を
進
め
た
。
③
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
回
研
究
会
に
お
い
て
、
既
刊
論
文
で
丸
山
が
日
本
思
想
史
に
対
す
る
接
近
法
に
ふ
れ
た
言
及
部
分
を
検
討
し
、
そ
の
変
化
過
程
の
跡
づ
け
を
試
み
た
。（
平
石
直
昭
・
宮
村
治
雄
）
五
「
正
統
と
異
端
研
究
会
」
関
係
資
料
の
調
査
と
整
理
二
〇
一
二
年
度
の
活
動
は
主
と
し
て
、①
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
、②
テ
ー
プ
起
し
原
稿
・
ゲ
ラ
類
の
整
理
で
あ
っ
た
。
②
の
活
動
の
副
産
物
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
九
月
に
は
、
石
田
雄
氏
（
東
大
名
誉
教
授
）
よ
り
研
究
会
の
レ
ジ
ュ
メ
を
含
む
関
係
資
料
一
式
が
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
研
究
会
担
当
編
集
者
で
あ
っ
た
元
筑
摩
書
房
の
勝
股
光
政
氏
よ
り
録
音
テ
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
・
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
音
源
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
作
業
に
着
手
し
た
。
（
中
田
喜
万
・
河
野
有
理
・
川
口
雄
一
）
六
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
丸
山
文
庫
所
蔵
草
稿
類
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
た
め
、
二
〇
一
二
年
度
に
は
事
前
調
査
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
①
所
蔵
資
料
の
内
容
、
②
丸
山
文
庫
の
資
料
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③
著
作
権
者
よ
り
公
開
の
許
諾
を
得
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
調
査
と
検
討
を
進
め
た
。（
山
辺
春
彦
・
堀
内
健
司
）
七
音
声
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
二
〇
一
二
年
度
、
以
下
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
寄
託
・
寄
贈
が
あ
っ
た
。
①
石
田
雄
氏
よ
り
三
本
、
②
勝
股
光
政
氏
よ
り
四
五
本
、
③
増
子
信
一
氏
（
作
品
社
編
集
者
）
よ
り
二
本
、
④
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
よ
り
一
本
（
詳
細
は
「
二
〇
一
二
年
度
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
公
開
と
利
用
状
況
」
を
参
照
）。
順
次
、
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
た
。
ま
た
、
以
前
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
た
音
源
資
料
に
つ
い
て
は
、
公
開
の
た
め
の
準
備
を
進
め
た
。（
川
口
雄
一
・
播
磨
崇
晃
）
八
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
構
築
昨
年
度
は
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
に
詳
し
い
研
谷
紀
夫
関
西
大
学
准
教
授
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
今
後
の
見
通
し
を
図
書
館
と
文
庫
ス
タ
ッ
フ
で
協
議
し
た
。
そ
の
― 6 ―
上
で
業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
見
積
書
の
作
成
を
依
頼
し
た
。（
佐
藤
美
奈
子
）
九
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
二
〇
一
二
年
三
月
二
八
日
に
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｈ
Ｐ
を
公
開
し
た
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
http://w
w
w
.tw
cu.ac.jp/facilities/m
aruyam
a/project/index.htm
l
（
金
子
元
・
佐
藤
美
奈
子
）
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